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油圧式定位置くさび形つかみ具用つかみ歯  
油圧式定位置くさび形つかみ具に対応したつかみ歯です。試験片の形状、材質、硬
度に適したつかみ歯を選定することによって、より確実な試験片把持を実現し、再
現性の高いデータ取得が可能になります。 

油圧式定位置くさび形つかみ具 

操作 

つかみ歯を固定しているネジを緩め、固定金具を取り外します。その後、つかみ歯を取り出し新しいつかみ歯を挿入し、
固定金具で固定すればつかみ歯の交換は完了です。 

つかみ歯固定金具の取り外し つかみ歯の交換 

油圧式定位置くさび形つかみ具用つかみ歯 



300kN/250kN用 100kN/50KN用 

20kN用 

＊印のつかみ歯は、各適応つかみ具に標準付属いています。 

標準型つかみ歯 
 

適応試験片 ︓平板、丸棒 
歯面の硬度  ︓HRC40以上 
使用温度範囲 ︓−70～＋300℃（300kN/250kN用） 
  ︓  0～＋40℃（100kN/50kN, 20kN用） 

(注) 
 
試験片のつかみ代が短く、歯の長さの80%以上でつかめない場合にご使用くだ
さい。（例︓JIS K 7139 A形試験片など） 
ただしつかみ歯は、試験片の厚みに応じて下図の”S”の分だけつかみ具本体の
内側に入り込む場合があり（下図左側）、その分試験片長さを長くする必要が
あります。（上下つかみ歯共） 
”S”の長さは、試験片厚み（t）との関係で下式により算出ください。 
 
S＝2.57（t－3） 
 
（Sは、ツカミ具の上下共通なので、最小つかみ具間距離は2Sとし 
 試験片長さを決定してください。）  
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やすり埋込み歯 
 

適応試験片 ︓高硬度のワイヤ（単線）、薄板など 
歯面の硬度 ︓HRC40以上 
使用温度範囲 ︓−70～＋300℃（250kN用） 
  ︓   0～＋40℃  （100kN/50kN, 20kN用） 

300kN/250kN用 100kN/50kN用 

20kN用 

高硬度用つかみ歯 
 

適応試験片 ︓平板，丸棒材料で､比較的硬度の高い試験片 
適応サンプル ︓HRC45 
歯面の硬度 ︓HRC60 
使用温度範囲 ︓0～＋120℃ （250kN用） 
  ︓0～＋40℃ （100kN/50kN, 20kN用） 

300kN/250kN 100kN/50kN用 

20kN用 



複合材料用つかみ歯 
 

適応試験片 ︓平板のGFRP，CFRP  
使用温度範囲 ︓−70～＋300℃（250kN用） 
  ︓   0～＋40℃  （100kN/50kN, 20kN用） 

250kN用 100kN/50kN用 

20kN用 

(注) 
 
試験片のつかみ代が短く、歯の長さの80%以上でつかめない場合にご使用くだ
さい。（例︓JIS K 7139 A形試験片など） 
ただしつかみ歯は、試験片の厚みに応じて下図の”S”の分だけつかみ具本体の
内側に入り込む場合があり（下図左側）、その分試験片長さを長くする必要が
あります。（上下つかみ歯共） 
”S”の長さは、試験片厚み（t）との関係で下式により算出ください。 
 
S＝2.57（t－3） 
 
（Sは、ツカミ具の上下共通なので、最小つかみ具間距離は2Sとし 
 試験片長さを決定してください。）  


